
社会資本総合整備計画書
（盛岡市）

平成29年３月17日

（総合交付金）



平成29年３月17日

34　岩手飯岡駅につながる幹線道路を中心とした都市基盤づくり
平成25年度　～　平成29年度　（5年間）

Ⅰ　にぎわいのある市街地の形成
・岩手飯岡駅につながる都市計画道路地を整備し，周辺区域への人口定着を図るため，良好な宅地を整備し健全な市街地を確保する。

・区域内人口。
・到達時間。

区域内定住人口
国道4号から岩手飯岡駅までの到達時間

到達時間（分）

Ａ　基幹事業（道路事業）

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

34-A-1 街路 一般 盛岡市 直接 盛岡市 区画 改築 1,333 - H34完了

34-A-2 道路 一般 盛岡市 直接 盛岡市 市町村道 改築 108 - H34完了

合計 1,441

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

34-C-1 施設整備 一般 盛岡市 直接 盛岡市 区画 改築 206

合計 206

番号 備考

34-C-1

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

事業実施期間（年度）

都南中央第三地区((都)岩手飯岡駅三本柳線ほか) 区画整理26.5ha

全体事業費
（百万円）

現道拡幅Ｌ=0.5km 盛岡市

盛岡市

市町村名


0

事業内容 費用便益比

計画の目標

社会資本総合整備計画
計画の名称
計画の期間 交付対象 盛岡市

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

Ａ

全体事業費
（百万円）

事業及び
施設種別

1,647百万円

要素となる事業名 事業内容

（H27末）

Ｃ 206

2,322

27

（H29末）

25

2,324
区域内人口

Ｂ Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ/（Ａ+Ｂ+Ｃ）
12.5%

費用便益比

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

都南中央第三地区(埋蔵文化財調査･建物補償･造成） 埋蔵文化財調査･建物補償･造成整備面積5.0ha 盛岡市

事業及び
施設種別

省略
工種

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

区画道路築造（34-A-1）と一体で建物補償及び宅地造成また，埋蔵文化財調査を行うことにより，良好な宅地を整備し健全な市街地を確保しつつ，人と歴史文化が触れ合える街の実現。

重点計画の該当

（H25当初）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ+Ｄ）

番号 事業者 要素となる事業名

省略
工種

2,320

(他)市道検断地5号線ほか

1,441

30

市町村名

交付対象事業

事業者

事業及び
施設種別

省略
工種

一体的に実施することにより期待される効果



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

配分額
（a）

153

翌年度繰越額
（f）

未契約繰越＋不用率が10％を超え
ている場合その理由

補償処理困難

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

（面積等）
番号 事業者

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

交付額
（c=a+b）

153

計画別流用
増△減額
（b）

0

H30 H31

一体的に実施することにより期待される効果

H27 H28 H29

支払済額
（e）

291

前年度からの繰越額
（d）

211

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

18.9%

不用額
（h = c+d-e-f）

0

うち未契約繰越額
（g）

69

72



（参考図面）

計画の名称

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 盛岡市

訂正箇所 B事業の削除に伴い、参考図から削除。

　34　岩手飯岡駅につながる幹線道路を中心とした都市基盤づくり
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         【凡例】 
 
  ■A 基幹事業（道路事業） 
 
  ▲Ｂ 関連社会資本整備事業 
 

  ●C 効果促進事業 

北上川 

至 仙台方面 至 紫波ＩＣ 至 矢幅駅 

至 仙北町駅 

土地区画整理事業区域 

土地区画整理事業によらない 

土地区画整理事業等による 

都南中央第三地区 

道明地区 下飯岡地区 

至 青森方面 至 盛岡駅 

至
 
都
南
大
橋

 
 

至 盛岡ＩＣ 

34-A-2 
現道拡幅 

34-A-1 
区画整理 

34-C-1 
建物補償 
宅地造成 

埋文調査 

34-A-2 
現道拡幅 



別紙２

計画の名称：　34　岩手飯岡駅につながる幹線道路を中心とした都市基盤づくり
市町村名：盛岡市

チェック欄

○

○

○

○

○

１）目標に対して十分な効果を得られる事業で構成されている ○

○

○

○

○

Ⅱ．計画の効果･効率性

②目標と事業内容の整合性

１）目標と指標・数値目標の整合性がある

社会資本整備総合交付金チェックシート
（総合交付金）

Ⅰ．目標の妥当性

①基本方針・上位計画等との適合

１）計画の目標が市町村の総合計画［盛岡市総合計画］と適合している。

２）計画の目標が「盛岡市都市計画マスタープラン」と適合している。

２）指標・数値目標と事業内容の整合性がある

１）計画の内容に関し、地元に対する事前説明が行われている

２）ハードとソフトの連携が図られている

Ⅲ．計画の実現可能性

④計画の具体性

１）ハード整備の必要性が整理されている

２）ソフト施策の目的が明確である

⑤円滑な事業執行の環境

３）指標・数値目標が市民にとって分りやすいものになっている

③事業の効果


